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１．はじめに 

本県の促成栽培

ピーマンでは、薬

剤感受性が低下し

たアザミウマ類

（ミナミキイロア

ザミウマなど）が

発生し、化学農薬

による防除が困難となっています。これまでに

県内の一部地域で天敵製剤のスワルスキーカブ

リダニ（以下、スワルスキーと略記）が導入さ

れていますが、アザミウマ類に対して十分な防

除効果が得られない事例が見られました。近年、

高知県や鹿児島県などのピーマン産地では、ス

ワルスキーと土着のタバコカスミカメ（図 1）

を併用してアザミウマ類を防除する手法が用い

られています。そこで、本県における有効性を

確かめるため、御坊市の促成栽培ピーマンにお

いて上記手法を導入したほ場を設け、天敵の定

着状況を確認するとともにアザミウマ類の発生

状況を慣行と比較しました。 

 

２．タバコカスミカメについて 

タバコカスミカメは、本県にも生息するカメ

ムシの仲間で、アザミウマ類やコナジラミ類を

好んで捕食します。雑食性で、餌の虫が少ない

場合でもクレオメやゴマを餌として繁殖するこ

とができます。2024 年、御坊市内の露地栽培ク

レオメでは 7月末からタバコカスミカメの飛来

が確認され、9月 18日には御坊市内 6地点の平

均でクレオメ 1 枝あたり 28 頭の生息が確認さ

れました（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．スワルスキーカブリダニとタバコカスミカメの併

用によるアザミウマ類防除効果 

天敵導入ほ場では、ほ場内に 10 本/10a 程度

のクレオメを植栽し、スワルスキー及びタバコ

カスミカメを放飼しました。その結果、天敵は 

図1 タバコカスミカメ成虫 

図 3 天敵導入ピーマンほ場（面積約 12a）における天敵及びアザミウマ類の密度推移（2024～2025
年） 

※図中の▽はスワルスキーの放飼、▼はタバコカスミカメの放飼、↓①～⑧は薬剤散布を表す。 

▽：9/27 スワルスキー約 50,000 頭放飼 

▼：10/5 タバコカスミカメ約 700 頭放飼、11/1 タバコカスミカメ約 300 頭放飼 

↓：①9/16 ヨーバルフロアブル、スターマイトフロアブル、②9/24 プレオフロアブル、③10/16 ベネビア OD、④11/17 プレオフロア

ブル、ウララＤＦ、⑤12/4 スターマイトフロアブル、⑥1/19 ウララＤＦ、ベネビアＯＤ、⑦2/11 ヨーバルフロアブル、⑧2/14 コルト

顆粒水和剤 

図 2 御坊市の露地栽培クレオメにおける 
タバコカスミカメの密度推移(2024 年) 

※枝の先端から約 35cm までのたたき落としによる虫数。 

※各調査日における 6 地点（各 20 枝）の平均。 

促成栽培ピーマンにおける天敵を活用したアザミウマ類の防除 

～スワルスキーカブリダニとタバコカスミカメの併用～ 
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両種とも定着が認められ、放飼開始１か月後か

らアザミウマ類の生息密度が下がり、その後栽

培終期まで 0.5 頭/花以下に維持されました（図

3）。 

一方、慣行防除ほ場では、1 月以降にアザミ

ウマ類の生息密度が増加し、薬剤散布による密

度低下は認められるものの、最大 4.5 頭/花ま

で増加しました（図 4）。 

 

 

 

４．おわりに 

スワルスキーとタバコカスミカメを併用する

ことにより、栽培期間を通してアザミウマ類の

生息密度が低く抑えられる可能性が示されまし

た。なお、同地域における事例を通じて、天敵

放飼量の確保、天敵温存のための植物（クレオ

メなど）の植栽管理、天敵に影響のある農薬の

制限などのポイントが重要だと考えられまし

た。 

（環境部 菅野伸哉） 

【人事異動】－令和７年４月１日付け－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 4 慣行防除ピーマンほ場（面積約 10a）におけるアザミウマ類の密度推移（2024～2025 年） 
※図中の↓①～⑫は薬剤散布を表す。 

↓：①9/21 プレオフロアブル、ダニサラバフロアブル、②10/4 モベントフロアブル、③10/28 カネマイトフロアブル、スタークル顆

粒水溶剤、④11/12 アファーム乳剤、⑤12/5 コルト顆粒水和剤、アグリメック、⑥12/28 スタークル顆粒水溶剤、ダブルフェー

スフロアブル、⑦1/25 コテツフロアブル、モベントフロアブル、⑧2/19 プレオフロアブル、アグリメック、⑨3/13 コテツフロアブ

ル、⑩4/4 ディアナＳＣ、ファインセーブフロアブル、⑪4/25 モベントフロアブル、アグリメック、⑫5/13 アドマイヤーフロアブ

ル、グレーシア乳剤 
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